
  「社員の安全と健康は当社事業活動の基盤であり、経営における最優先事項の１つ」の方針のもと、健康経営を進めています。

 更に健康経営を推進し、ESGストーリーに掲げる”ありたい姿”を実現させるため、全グループ社員が心身ともに健やかでいられる会社経営を目指す「健康経営宣言」を2024年10月に発表しました。

■健康経営戦略マップ

さまざまな効果に

関連する健康投資
定期健診、人間ドック、

婦人科ドック、ストレ

スチェック、歯科検診

感染症対策、

費用補助

多様な働き方に

対する施策

健康診断・ドック受診徹底、

ストレスチェック受検徹底、

歯科検診受診推奨

健康セミナー、

イベントの参加率向上

健康投資

健康投資効果

健康投資施策の取り組み状況

に関する指標

従業員の意識変容・

行動変容に関する指標
健康関連の最終的な

目標指数

健康経営で解決

したい健康課題

両立支援、

育児・介護制度の理解

特定保健指導、再検査、

精密検査の受診率向上

セミナー、

イベント開催

特定保健指導（35歳以

上）、再検査、精密検の

受診勧奨
企業価値向上

社会に貢献し、社会

から必要とされ、持

続的に成⾧を続ける

企業グループとなる

従業員の

パフォーマンス向上

多様な人材がいきい

きと働き続けること

ができる組織の実現

インフルエンザ予防

接種実施、費用補助

健康指標の達成

高ストレス者率の低位

維持

生産性の向上

ヘルスリテラシー

健康保持・増進

健康状態の把握

運動習慣のある社員の

割合向上

メンタルヘルス

の保持・増進

研修実施、制度の理解、

企業文化の醸成

疾病リスク管理・

軽減
保健指導、再検査、

精密検査

相談窓口（健康管理セン

ター、健保相談窓口）周

知

身体愁訴の低減

船内・陸上とのコミュニ

ケーションの良化、

安全管理の徹底

船内環境の向上
離職率の低下、

事故の低減

食生活・飲酒習慣の

改善

時間外労働削減、

休暇取得促進

職場環境改善

健康経営宣言

日本郵船グループは、持続可能な社会の実現に貢献する

存在であり続けるために、すべてのグループ社員がいき

いきと活躍できる環境作りを推進します。

・一人ひとりが持てる力を十分に発揮できるよう、社

員の心身の健康保持・増進の取り組みを促進します。

・社員が船上や国内外、場所を問わず安心して働くこ

とができるよう労働関係法令を遵守し、 職場環境を

整備します。 

・多様な社員が互いを尊重し、いきいきと働くことが

できる職場づくりを更に推進します。
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